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だ
ん
じ
り
と
は
、
神
社
の
大
礼
祭
で
氏
子

達
が
神
に
奉
納
す
る
物
の
ひ
と
つ
で
す
。

現
在
、
関
西
圏
（
東
は
三
重
県
か
ら
西
は
岡

山
県
）
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
、
多
種
類
の
も
の

が
存
在
し
、
様
々
な
形
の
も
の
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
だ
ん
じ
り
の
表
記
も
い
ろ
い
ろ
で
、

「
地
車
・
壇
尻
・
段
尻
・
台
尻
・
壇
車
・
楽
車
」

と
記
さ
れ
た
り
し
ま
す
。

淡
路
島
で
は
布
団
太
鼓
台
を
「
担
ぎ
だ
ん

じ
り
」
、
岡
山
県
で
は
船
形
の
も
の
を
『
船
だ

ん
じ
り
』
と
い
う
な
ど
、
地
域
に
よ
っ
て
形
も

呼
び
名
も
異
な
っ
て
い
る
が
、
我
々
が
思
う
だ

ん
じ
り
と
い
う
の
は
、
摂
津
・
河
内
・
泉
州
（
も

ち
ろ
ん
安
倉
も
）
で
曳
か
れ
て
い
る
も
の
で
、
そ

の
ほ
と
ん
ど
は
「
地
車
」
と
表
記
さ
れ
、
【
だ
ん

じ
り
］
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

－

患
だ
ん
じ
り
の
発
桂

雲
上
も
昔
、
大
阪
の
美

霊
知
で
し
ょ
う
か
…
。

壌
今や地車とい蚤一

韓
有
名
な
岸
和
田
が
一

》ている人も少なく
雲
田
が
だ
ん
じ
り
の
挙

零
あ
り
ま
せ
ん
。

雲
日
本
三
大
祭
Ｒ

憩
神
祭
で
は
、
元
禄
二

湾
軍
濯
鯉
蕊

蕊宮に八十四台も（
霊
さ
れ
た
と
い
う
記
録

零
で
は
、
岸
和
田
の
吟

雲
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か

霊
岸
和
田
の
祭
り
の

零
（
一
七
○
三
）
・
岸
和

零
田
城
主
岡
部
長
泰

》公が稲荷祭を行っ
霊
た
こ
と
か
ら
だ
と
い

震
わ
れ
て
い
ま
す
。
当

憩
初
は
、
今
の
よ
う
な

霞
だ
ん
じ
り
が
あ
っ
た
圭

憩
っ
人
が
、
長
持
と
畷

》のようなものに車
零
い
殺
風
景
な
も
の
に

零
で
、
現
在
の
地
車
と
砕

雲
た
。
そ
れ
か
ら
天
明
一

だ
ん
じ
り
が
あ
っ
た
わ
け
で
な
く
、
太
鼓
を
打

つ
人
が
、
長
持
と
呼
ば
れ
る
大
き
な
道
具
箱

の
よ
う
な
も
の
に
車
輪
を
つ
け
た
、
屋
根
の
な

い
殺
風
景
な
も
の
に
一
人
だ
け
乗
る
形
の
も
の

で
、
現
在
の
地
車
と
は
か
け
離
れ
た
も
の
で
し

た
。
そ
れ
か
ら
天
明
五
年
（
一
七
八
五
）
に
、
岸

だ
ん
じ
り
の
発
祥
は
今
か
ら
三
○
○
年
以

上
も
昔
、
大
阪
の
天
満
宮
と
い
う
の
は
ご
存

知
で
し
ょ
う
か
：
．
？

今
や
地
車
と
い
え
ば
、
だ
ん
じ
り
祭
り
で

有
名
な
岸
和
田
が
本
場
・
発
祥
地
だ
と
思
っ

て
い
る
人
も
少
な
く
な
い
で
し
ょ
う
が
、
岸
和

田
が
だ
ん
じ
り
の
発
祥
地
と
い
う
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

日
本
三
大
祭
の
ひ
と
つ
で
あ
る
大
阪
の
天

神
祭
で
は
、
元
禄
（
一
六
八
八
）
か
ら
享
保
（
一
七

三
五
頃
ま
で
）
年
間
に
す
で
に
地
車
が
登
場

し
て
お
り
、
安
永
五
年
（
一
七
八
○
）
に
は
天
満

宮
に
八
十
四
台
も
の
地
車
が
宮
入
り
奉
納

さ
れ
た
と
い
う
記
録
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

で
は
、
岸
和
田
の
だ
ん
じ
り
は
い
つ
頃
か
ら

だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
・
・
・
・

岸
和
田
の
祭
り
の
始
ま
り
は
、
元
禄
一
六
年

雪雲塞憩零霞雲鰻零雷霊霞零零憩零零零零塞憩零憩憩憩憩憩顛雲零塞零霊

し
た
が
っ
て
断
定
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
祭
り

や
だ
ん
じ
り
の
発
祥
は
大
阪
天
満
宮
で
、
だ

ん
じ
り
の
形
が
伝
播
さ
れ
そ
の
技
術
や
文
化

が
飛
躍
的
に
発
展
・
普
及
し
た
の
が
岸
和
田

だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

さ
て
、
先
述
の
岸
和
田
の
大
工
の
技
術
が

生
み
出
し
た
と
い
わ
れ
る
独
自
の
地
車
は
、

「
下
だ
ん
じ
り
」
と
い
う
も
の
で
、
現
在
で
は

和
田
・
北
町
の
油
屋
治
兵
衛
が
世
話
人
と
な

り
、
彫
り
物
の
た
く
さ
ん
あ
る
立
派
な
地
車

（
中
古
）
を
泉
大
津
よ
り
購
入
し
た
の
が
、
現

在
の
地
車
の
前
身
だ
っ
た
と
い
わ
れ
、
そ
の
後
、

岸
和
田
の
大
工
が
独
自
の
地
車
（
現
在
の
地

車
）
を
作
り
出
し
て
い
く
こ
と
と
な
っ
た
の
で

１
し
た
《
○

▼安倉南だんじり(件吉型）

上安倉だんじり(住吉型)▲

零雲霧憩顛憩零零憩雲零雲霞雷雲雲霧霊雲霧零霊零憩霊零雲憩震零憩零零

ち
な
み
に
我
が
上
安
倉
・
安
倉
南
の
地
車

は
、
と
も
に
上
だ
ん
じ
り
で
住
吉
型
と
言
わ

れ
る
も
の
で
す
。
次
回
で
は
、
上
だ
ん
じ
り
で

住
吉
型
の
上
安
倉
地
車
に
つ
い
て
、
も
っ
と
詳

し
く
話
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

岸
和
田
型
と
呼
ば
れ
て
い
る
も
の
だ
け
で
す
。

そ
の
他
の
地
域
の
地
車
は
「
上
だ
ん
じ
り
」

と
呼
ば
れ
、
上
だ
ん
じ
り
に
は
、
堺
型
・
大
阪

型
・
住
吉
型
・
神
戸
型
・
交
野
型
・
北
河
内
型

・
石
川
型
・
吹
田
型
・
大
和
型
・
宝
塚
型
な
ど

多
く
の
種
類
が
あ
り
ま
す
。

其
の
壱
（
だ
ん
じ
り
と
は
…
）



明
治
二
十
五
年
大
阪
の
住
吉
村
に
あ
っ
た

地
車
大
工
屋
『
大
佐
』
で
は
、
十
一
代
目
川
崎

仙
之
助
、
十
二
代
目
宗
吉
（
長
男
）
、
安
次
郎

（
次
男
）
の
三
人
に
よ
っ
て
、
年
間
二
～
三
台
の

地
車
を
新
調
し
て
い
ま
し
た
。
其
の
頃
地
車

ト｛矛ハノ○ 『
上
安
倉
地
車
』
は
今
か
ら
百
二
十
年
前
、

明
治
二
十
五
年
に
大
阪
住
吉
村
（
現
在
の
大

阪
市
住
吉
区
）
よ
り
入
手
し
た
も
の
が
あ
り

ま
す
。大
阪
か
ら
安
倉
村
に
地
車
が
来
た
理
由

に
つ
い
て
は
、
様
々
な
説
を
聞
く
が
、
購
入
先

で
あ
る
地
車
大
工
屋
に
現
在
も
残
っ
て
い
る

請
取
帳
（
※
１
）
か
ら
判
断
で
き
る
中
で
、
私

が
一
番
有
力
だ
と
考
え
る
説
を
お
話
し
ま
し

馳
轡
響
乎
、
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は
、
注
文
に
よ
っ
て
作
ら
れ
る
も
の
だ
っ
た
が
、

『
大
佐
』
で
は
、
常
時
必
ず
一
台
は
作
り
置
き

さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

当
時
、
安
倉
村
の
世
話
役
人
達
は
、
安
倉

住
吉
神
社
の
本
宮
で
あ
る
大
阪
の
住
吉
大

社
に
、
少
な
く
と
も
年
に
一
度
は
詣
出
て
い
た

で
あ
ろ
う
其
の
と
き
に
、
住
吉
大
社
横
に
あ
っ

た
『
大
佐
』
で
、
現
在
の
上
安
倉
地
車
（
作
置

き
地
車
）
を
見
つ
け
、
｜
目
で
気
に
入
り
購
入

を
考
え
た
も
の
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

し
か
し
、
そ
の
頃
安
倉
は
、
上
・
下
（
南
）
と

も
に
太
鼓
台
を
持
っ
て
お
り
、
秋
祭
り
に
は

そ
の
２
台
の
太
鼓
台
を
担
い
で
村
内
を
練
り

歩
い
て
い
た
の
で
、
新
し
い
地
車
を
急
い
で
購

入
す
る
必
要
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
が
、

安
倉
が
地
車
を
購
入
す
る
二
年
前
の
明
治
二

十
三
年
に
、
隣
村
の
伊
丹
荒
牧
が
安
倉
と
同

じ
『
大
佐
』
の
地
車
を
購
入
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
強
い
ラ
イ
バ
ル
意
識
が
働
い
て
、
太
鼓
台
を

持
っ
て
い
た
に
も
関
わ
ら
ず
即
刻
購
入
す
る

に
至
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
（
太
鼓
台
は

▼今もなお尼崎市東大島地区

にある太鼓台

零零零雲霞霊識零零謹選零蓉霊韓塞雲霧憩零零雲零巻蓉蓉零憩雲霞零憩憩

も
ち
ろ
ん
そ
の
素
晴
ら
し
さ
は
説
明
す
る

に
及
ば
ず
、
鬼
板
を
見
た
だ
け
で
も
わ
か
る

程
で
（
後
に
大
佐
の
地
車
は
独
特
の
雰
囲
気

を
持
ち
、
地
車
の
中
で
も
格
別
人
気
が
高

く
、
有
名
と
な
る
）
、
こ
れ
が
太
鼓
台
を
持
っ
て

い
な
が
ら
も
地
車
購
入
を
決
め
た
一
番
の
理

由
で
あ
る
事
は
間
違
い
な
い
と
思
い
ま
す
。

先
に
述
べ
た
請
取
帳
に
よ
る
と
、
地
車
の
引

渡
し
日
が
明
治
二
十
五
年
十
一
月
二
十
六
日

（
旧
暦
の
十
月
八
日
）
、
旧
暦
で
行
っ
て
い
た
秋

現
在
、
尼
崎
で
保
存
・
巡
行
さ
れ
て
い
る
の
で

後
日
ま
た
・
・
）

世
話
役
人
達
は
『
大
佐
』
で
見
つ
け
た
地

車
の
素
晴
ら
し
さ
を
、
早
く
村
人
に
伝
え
た

い
と
、
手
付
け
を
う
ち
、
自
分
達
の
手
で
運
べ

る
鬼
板
（
※
２
）
だ
け
を
す
ぐ
に
安
倉
に
持

ち
帰
っ
た
と
い
い
ま
す
。

一一

▲鬼板(※2）〈上安倉地車＞

▲鬼板(※2）〈安倉南地車〉
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祭
り
の
四
日
前
（
大
安
）
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

ば
ら
し
た
地
車
を
大
阪
住
吉
浜
か
ら
船
を

使
い
牛
車
を
も
ち
い
、
安
倉
ま
で
運
ぶ
事
は

容
易
で
は
な
か
っ
た
は
ず
だ
が
、
そ
れ
を
安
倉

村
の
大
柞
氏
（
藤
本
松
之
助
宅
）
の
庭
に
持

ち
込
み
、
さ
ら
に
秋
祭
り
曳
行
に
間
に
合
う

よ
う
に
組
み
立
て
を
行
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

現
在
の
便
利
な
世
の
中
な
ら
簡
単
な
事
だ
が
、

明
治
時
代
に
こ
れ
だ
け
の
こ
と
を
や
っ
て
の
け

た
当
時
の
世
話
役
人
や
村
人
達
の
祭
り
や

地
車
に
対
す
る
熱
意
は
、
凄
い
も
の
が
あ
っ
た

と
思
わ
れ
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
熱
意
は
百

二
十
年
の
時
を
経
て
も
し
っ
か
り
と
受
け
継

が
れ
、
地
車
は
今
も
変
わ
る
こ
と
な
く
五
穀

豊
穣
を
願
っ
て
曳
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

▼何年時が過ぎても祭りに対する

気持ちは変わっていません

其
の
弍
（
ｋ
安
愈
地
叩
に
つ
い
て
）



上
安
倉
地
車
が
こ
こ
安
倉
の
地
に
来
て
か

ら
百
二
十
年
。

明
治
、
大
正
、
昭
和
、
平
成
と
時
代
を
過
ぎ

て
き
ま
し
た
。
当
初
、
地
車
は
「
若
中
ｌ
わ
か

な
か
ｌ
」
と
呼
ば
れ
る
青
年
達
を
中
心
に
曳

行
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
昭
和
十
四
年

「
若
中
』
は
「
青
年
団
』
と
い
う
名
前
に
改
称

さ
れ
ま
し
た
。

昭
和
四
十
年
頃
ま
で
の
安
倉
村
内
の
道
は

ほ
と
ん
ど
が
地
道
で
舗
装
も
さ
れ
て
お
ら
ず
、

祭
り
前
に
は
必
ず
道
を
補
修
し
な
け
れ
ば
、

地
車
を
曳
行
さ
せ
る
こ
と
な
ど
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。
青
年
団
は
祭
り
前
に
な
る
と
、
リ
ヤ
カ

ー
や
馬
力
車
、
皿
篭
な
ど
を
使
っ
て
土
砂
を

運
び
、
道
の
で
こ
ぼ
こ
を
な
ら
し
た
り
、
穴
を

埋
め
た
り
、
石
を
拾
う
な
ど
し
て
、
祭
り
を
行

－

■■

憩
う
た
め
に
連
日
遅
く
ま
で
大
変
な
作
業
を
零

零
続
け
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
、
地
車
の
重
量
は
三
霞

零
ト
ン
も
あ
り
、
補
修
し
た
穴
に
重
み
で
コ
マ
が
零

零
取
ら
れ
て
し
ま
う
と
横
転
し
た
り
、
大
屋
根
零

霊
を
飛
ば
し
た
り
す
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
あ
っ
霊

》たといいます。その度に地元の大工さん》
霊
で
修
理
し
、
何
と
か
曳
行
を
続
け
る
も
の
の
、
霊

霊
長
い
年
月
に
よ
る
彫
り
物
の
黒
ず
み
や
柱
の
雲

霧
歪
み
ズ
レ
で
、
徐
々
に
曳
行
も
ま
ま
な
ら
な
く
零

零
な
っ
て
き
た
の
で
し
た
。

零

》十調鮮離渥繍副隙確九》
零これから地車をどうするのか：・・村内《
霊
の
役
員
や
青
年
団
は
何
度
も
何
度
も
話
し
雲

霞
合
い
を
持
ち
ま
し
た
。
地
車
の
購
入
先
だ
っ
た
雲

霞
『
大
佐
』
は
昭
和
三
十
年
頃
、
す
で
に
地
車
大
雲

零
工
か
ら
は
退
い
て
い
た
た
め
に
、
「
大
佐
』
で
の
霊

驚
崖

墨
》修理を依頼することになりました。吉騒
霊
為
工
務
店
か
ら
は
、
同
じ
位
の
地
車
を
新
調
雲

霞
す
る
な
ら
約
八
千
万
円
（
昭
和
五
十
八
年
頃
震

溌
で
す
）
で
で
き
る
と
の
提
案
も
あ
っ
た
の
で
す
憩

零
が
、
当
時
の
役
員
や
村
民
が
惚
れ
込
ん
で
手
零

》に入れた地車です。なんとか残したい》
霊思いが強かったのでしょう・・・。
零

黒ずんでいた彫り物を洗いをかけ》
露
（
特
殊
な
洗
浄
液
で
洗
う
）
、
主
柱
四
本
を
残
雲

霞
し
な
が
ら
、
歪
み
や
劣
化
が
激
し
い
部
分
は
零

1イ
グ

ま
た
こ
れ
を
機
に
、
地
車
の
管
理
・
運
営
に

も
っ
と
力
を
い
れ
る
べ
く
、
青
年
団
と
は
別
に

『
安
倉
地
車
保
存
会
買
上
・
南
）
を
発
足
さ

i趣

新
し
く
入
れ
替
え
ま
し
た
。
そ
し
て
台
八

（
足
回
り
）
の
安
定
性
を
考
え
、
泉
州
地
方
に

多
く
見
ら
れ
る
上
地
車
の
形
に
し
た
と
い
い

ま
す
。
勿
論
大
佐
独
特
の
持
ち
味
、
特
長
は

し
っ
か
り
と
残
し
な
が
ら
、
約
二
千
五
百
万

円
（
当
時
）
を
か
け
て
の
「
上
安
倉
地
車
昭
和

大
修
理
」
と
な
っ
た
の
で
し
た
。

、

畠

6

》

“

修理前▲

q修理後

零霊零霊憩雲霞霊零零零零憩零零霊憩蓉塞憩零憩憩零零塞憩零零零零憩零

せ
ま
し
た
・
上
安
倉
地
車
保
存
会
は
大
修
理

を
終
え
た
ば
か
り
の
地
車
（
現
存
）
を
管
理

し
、
安
倉
南
地
車
保
存
会
は
太
鼓
台
を
下
取

り
に
出
し
、
地
車
（
現
存
）
を
新
調
す
る
準
備

に
入
り
ま
し
た
。

安
倉
地
車
は
年
に
一
回
の
秋
祭
り
に
加
え
、

市
の
協
力
要
請
が
あ
れ
ば
、
宝
塚
祭
り
や
様

々
な
祝
い
事
な
ど
に
積
極
的
に
参
加
協
力
し

て
き
ま
し
た
。

そ
の
安
倉
地
車
保
存
会
も
今
年
で
二
十

九
年
目
を
迎
え
ま
す
。
今
後
も
安
倉
の
祭
り

や
地
車
の
伝
統
を
守
り
、
安
倉
を
ま
す
ま
す

発
展
さ
せ
、
大
切
に
次
世
代
へ
と
継
承
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

次
回
は
、
「
安
倉
南
地
車
新
調
と
地
車
の

軌
跡
」
に
つ
い
て
書
い
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

｜其の参（背年Ｍと保存会）



武
者
も
の
に
は
時
代
に
よ
っ
て
彫
刻
に
制

限
が
あ
っ
た
と
い
わ
れ
、
江
戸
時
代
に
作
ら
れ

た
も
の
は
徳
川
幕
府
の
影
響
で
『
豊
臣
後
法

今
回
は
、
上
安
倉
の
『
地
車
彫
刻
」
を
紹

介
し
よ
う
と
思
い
ま
す
。

地
車
に
は
様
々
な
箇
所
に
彫
刻
が
施
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
何
が
彫
ら
れ
て
い
る
か
ご
存
知

で
す
か
？

彫
刻
の
種
類
は
い
ろ
い
ろ
で
す
が
、
大
き
く

分
け
る
と
「
神
話
も
の
（
説
話
も
の
こ
『
武

者
も
の
』
『
中
国
も
の
」
『
瑞
獣
（
ず
い
じ
ゅ
う
）

も
の
』
が
あ
り
ま
す
。

安
倉
の
地
車
は
、
二
基
と
も
彫
り
物
地
車

の
メ
イ
ン
と
言
わ
れ
る
三
枚
板
（
※
１
）
に
は
、

武
者
も
の
が
彫
刻
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
ｋ
安
愈
地
収
彫
刻
）

▲見送り三枚板(※1）

〈地車後左側：木村又蔵勇戦＞

零零審憩零霊零毒霊雷雲零雲霞零霊塞雲憩零雲霞憩憩憩雲雲霞騒騒憩零霊

度
（
ご
は
つ
と
匡
な
ど
が
あ
り
、
豊
臣
に
関
す

る
彫
刻
は
一
切
で
き
な
か
っ
た
よ
う
で
す
が
、

明
治
時
代
に
な
っ
て
、
幕
府
も
滅
び
て
い
く
中

で
、
地
車
の
彫
刻
に
も
秀
吉
の
出
世
物
語
や

太
閤
記
な
ど
彫
刻
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と

い
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
彫
り
物
の
種
類
か
ら

時
代
を
感
じ
る
の
も
面
白
い
と
思
い
ま
す
。

ち
な
み
に
、
明
治
二
十
五
年
作
の
上
安
倉

地
車
に
は
豊
臣
側
の
武
者
、
加
藤
清
正
ら
の

勇
戦
が
、
昭
和
六
十
年
作
の
安
倉
南
地
車
に

は
真
田
幸
村
ら
の
夏
の
陣
が
彫
ら
れ
て
い
ま

す
。そ
れ
で
は
、
「
彫
刻
の
種
類
と
各
部
所
」
を

次
に
あ
げ
て
お
き
ま
す
の
で
、
秋
祭
り
の
際

に
、
ぜ
ひ
と
も
地
車
の
彫
り
物
を
じ
っ
く
り
と

堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

一
師

鄙
糾Ⅲ！

富
士
の
巻
狩

●
縁
蔓
（
地
車
一
周
で
繋
が
り
）

一
の
谷
の
合
戦

●
泥
幕

前
（
花
戸
口
）
Ⅱ
司
馬
温
公
の
カ
メ
割
り
一

雲
一

地
車
正
面
左
Ⅱ
平
敦
盛
を
呼
び
戻
す

零》
熊谷次郎直実

左二枚Ⅱ源義経八艘飛
右
二
枚
Ⅱ
平
景
清
銭
引
き

霊
》
●
隅
障
子
（
左
右
に
繋
が
り
有
り
）

後
Ⅱ
那
須
与
一

扇
の
的

憩
一

地
車
正
面
右
Ⅱ
神
功
皇
后
、
応
神
天
皇
平
産
す

●
拝
懸
魚

櫛
名
田
姫
（
大
屋
根
）

憩
一
地
車
正
面
左
Ⅱ
応
神
天
皇
を
抱
く
竹
内
宿
禰

患
“
．
．
…
…
…
…
・
…
…
・
…
…
…
…
・
…
…
…
…
…
…
・
…
…
…
…
…
…
・
…
…
・
…
…
…
…
…

どろまく

●

｡

●

●

●

●

●

｡

●

●

●

●

●

■

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

D

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●●

■
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
Ｃ
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
ｅ
●
●
●
●
●
ｇ

》
【
安
倉
南
地
車
｝

唖
●
見
送
り
三
枚
板
（
三
枚
に
繋
が
り
有
り
三

一
地
車
後
正
面
Ⅱ
真
田
幸
村
勇
戦

亜
地
車
後
左
側
Ⅱ
木
村
重
成
勇
戦

叩
地
車
後
右
側
Ⅱ
本
田
忠
朝
勇
戦

一
●
縁
蔓
（
地
車
一
周
で
繋
が
り
）

一
牡
丹
に
唐
獅
子

函
●
泥
幕

叩
前
（
花
戸
口
）
Ⅱ
平
景
清
綴
引
き

一
左
二
枚
Ⅱ
巴
御
前

一
右
二
枚
Ⅱ
平
敦
盛
を
呼
び
戻
す

熊
谷
次
郎
直
実

亜
後
Ⅱ
源
義
経

●
拝
懸
魚

朱
雀
（



毎
年
、
九
月
も
半
ば
を
過
ぎ
る
と
祭
礼
に

向
け
て
地
車
の
準
備
が
始
ま
り
ま
す
。

秋
祭
り
と
は
、
地
車
に
神
霊
を
宿
し
て
曳

行
す
る
こ
と
で
神
様
の
御
利
益
を
、
村
内
に

受
け
与
え
五
穀
豊
穣
を
願
う
も
の
で
あ
り

ま
す
。し
か
し
、
地
車
本
体
に
は
神
霊
は
宿
ら
な

い
と
い
う
こ
と
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
？

神
様
を
招
く
に
は
神
の
依
り
つ
く
と
こ
ろ

が
必
要
な
の
で
す
。

神
様
の
依
り
つ
く
と
こ
ろ
を
、
依
代
と
い
い
、

依
代
に
は
植
物
の
枝
葉
や
岩
石
、
旗
、
幟
、
御

幣
な
ど
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
そ
し
て
神
霊
の
依
り
つ
い
た
物
体
を

祭
る
神
聖
な
場
所
が
地
車
本
体
と
い
う
こ
と

に
な
る
の
で
す
。

で
は
、
御
幣
や
地
車
は
ど
の
よ
う
に
準
備

さ
れ
祭
り
当
日
を
迎
え
て
い
る
の
で
し
ょ
う

か
．
．祭
り
三
週
間
前
、
ヨ
マ
の
引
き
揚
げ
」
と

「
神
の
依
代
で
あ
る
御
幣
作
り
の
準
備
」
に
入

り
ま
す
。

男
性
会
員
は
、
１
年
間
池
に
漬
け
置
い
た

コ
マ
（
コ
マ
が
乾
燥
し
て
割
れ
な
い
為
に
秋
祭

り
終
了
後
、
漬
け
て
い
る
）
を
引
き
上
げ
る
作

業
を
し
て
い
ま
す
。
コ
マ
は
松
の
木
の
輪
切
り

｜’

其
の
六
《
地
噸
の
準
備
に
つ
い
て
）

ロ

零
で
直
径
二
尺
・
幅
九
寸
五
分
と
、
そ
れ
だ
け
で
塞
上
寸
法
取
り
を
し
て
折
っ
て
い
く
作
業
は
な
零
噛
も
し
っ
か
り
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

霊
も
重
い
も
の
で
す
が
、
水
を
含
ん
だ
コ
マ
は
想
零
か
な
か
大
変
で
す
が
、
と
て
も
神
聖
な
気
持
零銭

塞
像
以
上
に
重
く
、
池
か
ら
ク
レ
ー
ン
を
使
っ
て
零
ち
に
な
る
作
業
の
ひ
と
つ
で
す
。

零

》掴謹蕊螺謹
岬

蕊
》しておくのでｌざ

自
讃
蕊

一
弓
：
；
…

参
す
。
こ
う
す
る

雲
こ
と
で
、
コ
マ
は

霊
適
度
な
水
分

》嘩際鯏癖
輔
礁
熊

謹
》空気圧のようなクッション効果を紺浄、■嚇纈譲

剣
零そして表面は本番までに乾燥し適度雲取り換えな弓ｒ

零そして同日、「住吉神社の職立て」や

鰯
輔

雷
な
強
度
で
曳
行
時
、
地
車
の
重
さ
に
も
削
り
零
が
ら
、
ひ
と
つ

霊
す
ぎ
る
こ
と
な
く
ち
ょ
う
ど
い
い
状
態
で
曳
零
ひ
と
つ
の
作
業
「
‐
’

一
■

》行できるようになるのです。
露
を大切にこ‐凸霞

鍾
準
罰
蕊
鯆
臆
麓
欝
謹
樗
。

雲》た御需艫言■こ■で
鞁

‐
》員の大切な仕事になっています。

ｑ

識
巻
紙
に
丁
寧
に
寸
法
を
取
り
、
蛇
腹
に
折
零
又
の
角
材
に

零
り
重
ね
、
重
し
内
川

ゞ

零
取
り
付
け
、
紅

零
を
し
て
二
週

認
識

霊
間
紙
の
巻
癖

霊
を
取
る
た
め
に

》寝かせておき
雲
ま
す
。
ひ
と
巻

零
３
０
ｍ
の
巻
紙

零
を
、
一
五
本
以

』

’・圭



上
安
倉
の
「
太
太

鼓
」
は
、
皮
が
張
っ
て

あ
る
面
の
直
径
は

一
尺
九
寸
（
約
五
十

八
セ
ン
チ
）
で
長
さ

二
尺
三
寸
（
約
七
十

セ
ン
チ
）
、
胴
は
樫

（
ケ
ヤ
キ
）
材
で
す
。

平
成
十
年
「
北
本

太
鼓
工
房
」
に
皮
の

張
り
替
え
を
依
頼

し
た
際
に
わ
か
っ
た

こ
と
な
の
で
す
が
、

そ
れ
ま
で
に
皮
の
張

り
替
え
は
十
回
行

わ
れ
て
お
り
、
現
在

の
大
太
鼓
は
約
百

年
位
前
の
も
の
で

だ
ん
じ
り
に
欠
か
せ
な
い
も
の
の
ひ
と
つ
と

し
て
、
「
蝿
子
」
が
あ
り
ま
す
。

雛
子
は
「
鳴
り
物
」
と
言
わ
れ
、
祭
礼
で
は

「
大
太
鼓
」
・
「
小
太
鼓
」
・
「
鐘
」
を
使
っ
て

奏
で
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
そ
の
三
種
だ
け
で
は
な

く
、
笛
や
弦
楽
器
を
使
う
と
こ
ろ
も
あ
り
ま

す
が
、
上
安
倉
で
は
「
大
太
鼓
」
・
「
小
太
鼓
」
・

「
鐘
」
を
使
っ
て
い
ま
す
。

大太鼓し

零
あ
る
と
の
こ
と
：
竪

零
そ
こ
で
安
倉
の

零
治
二
十
五
年
、
新

雲
と
き
、
先
代
の
太

毒
地
区
地
車
〈
其
の

》太鼓を新調地古
騒

ぅ
と
し
た
と
こ
鳥

雲
為
に
、
慌
て
て
本

雲
た
と
い
う
こ
と
の

霊
よ
う
で
す
・
と
い

曇
う
こ
と
は
、
現
在

霊
使
用
し
て
い
る
大

》太鼓は、地車新
函
調
と
同
じ
時
に

零
入
手
し
た
も
の
で
、

零
地
車
と
同
じ
く

零
百
二
十
年
の
歴
史

》があるものとい
憩
う
こ
と
で
す
。

零
「
小
太
鼓
」
は

霧
平
成
六
年
に
購

露
入
し
た
も
の
で
、

零
皮
の
部
分
が
一

零
尺
一
寸
、
樫
材
で

曇
購
入
前
は
、
平
太

》鼓を使い、小太卦
零
ん
で
し
た
。
「
鐘
」

零
た
釣
鐘
の
喚
鐘
を

零
太
鼓
を
た
た
＃

鼓
を
使
い
、
小
太
鼓
は
あ
ま
り
使
っ
て
い
ま
せ

ん
で
し
た
。
「
鐘
」
は
青
銅
の
鋳
造
で
作
ら
れ

た
釣
鐘
の
喚
鐘
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

太
鼓
を
た
た
く
も
の
を
「
擢
（
バ
チ
）
」
と

あ
る
と
の
こ
と
…
。

そ
こ
で
安
倉
の
長
老
に
尋
ね
て
み
る
と
、
明

治
二
十
五
年
、
新
調
地
車
を
購
入
し
て
き
た

と
き
、
先
代
の
太
鼓
台
（
現
在
、
尼
崎
東
大
島

地
区
地
車
〈
其
の
八
参
照
〉
）
に
使
っ
て
い
た
大

太
鼓
を
新
調
地
車
（
現
在
の
地
車
）
に
乗
せ
よ

う
と
し
た
と
こ
ろ
、
サ
イ
ズ
が
合
わ
な
か
っ
た

為
に
、
慌
て
て
大
阪
ま
で
太
鼓
を
買
い
に
行
っ

〃
毎
日小太鼓し

I

卦鐘

霊
言
い
、
樫
や
桜
の
木
で

鐙
で
き
て
い
ま
す
。

零
鐘
は
鹿
木
（
シ
モ
ク
）

雲
と
言
う
鹿
の
角
を
竹

零
（
他
の
木
も
有
り
）
に

》さしたものを使用
愚
し
て
た
た
き
ま
す
。
こ

零
う
し
た
嚇
子
の
小
道

毒
具
も
ま
た
大
切
な
歴

塞
史
の
ひ
と
つ
と
し
て
大

雲
切
に
継
承
し
て
い
き

》たいものです。
露

さ
て
、
上
安
倉
の
帥

零
子
」
「
角
を
曲
が
る
手

霧
き
の
畷
子
」
「
地
車
客

零
の
嚇
子
」
「
宮
入
り
・
一

零
大
き
く
分
け
て
四
つ
の
一

》上り坂や下り坂な港
霊
を
つ
け
る
な
ど
、
難
子

零
分
け
る
こ
と
で
、
地
車

雲
て
い
る
の
か
が
わ
章

雲
か
る
の
も
地
車
曳
一

零
行
の
楽
し
み
の
ひ
口

癖とつとも言えま一
《す港だ、今私が一弓
》気になっているこ》
毒
と
の
ひ
と
つ
に
…
一
埜
一

霊
現
在
ど
こ
の
地
域
一
》

用
用

史
の
ひ
と
つ
と
し
て
大

し
鼓
鼓

ｊ
用
太
太

切
に
継
承
し
て
い
き

好
鐘
小
大

〃
Ｊ
１
、

写
ａ

●

■

■

■

ノ

た
い
も
の
で
す
。

擢
左
中
右

さ
て
、
上
安
倉
の
地
車
嚇
子
は
、
「
道
中
嚇

子
」
「
角
を
曲
が
る
手
前
、
地
車
が
止
ま
る
と

き
の
畷
子
」
「
地
車
を
九
十
度
曲
げ
る
と
き

の
嚇
子
」
「
宮
入
り
・
蔵
入
れ
時
の
嘘
子
」
と

大
き
く
分
け
て
四
つ
の
嚥
子
を
叩
い
て
い
ま
す
。

上
り
坂
や
下
り
坂
な
ど
は
道
中
難
子
に
強
弱

を
つ
け
る
な
ど
、
難
子
の
微
妙
な
違
い
を
聞
き

分
け
る
こ
と
で
、
地
車
が
ど
う
い
う
動
き
を
し

‘[凸鐵p
L

1W

霞
で
も
問
題
に
な
り
つ
つ
あ
る
「
均
等
叩
き
」
で

霞
す
。
ゆ
っ
く
り
歩
く
、
早
め
に
歩
く
坂
道
、
曲
が

雲
り
角
な
ど
の
微
妙
な
違
い
を
叩
き
分
け
ず
同

零
じ
リ
ズ
ム
を
叩
き
続
け
る
や
り
方
が
王
流
に

》なりつつあることです。果たして安倉は
雲
こ
の
先
、
大
丈
夫
な
の
で
し
ょ
う
か
？

雲
も
ち
ろ
ん
、
安
倉
は
太
鼓
の
練
習
も
、
嚥
子

露
の
継
承
も
若
者
達
が
中
心
に
頑
張
っ
て
く
れ

零
て
い
ま
す
。
こ
の
頑
張
り
を
地
車
曳
行
が
続
く

雲
限
り
、
ず
っ
と
継
承
し
て
い
っ
て
く
れ
る
こ
と
を

》期待しています。
寧
誌
漂
蕊
調
蕊
蝿

蓉
地
車
の
動
き
を
「
嚇
子
」
で
表
現
す
る
こ
と
の

零
大
切
さ
を
継
承
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
う

尋
次
第
で
す
。

露雲霞憩零

其
の
九

（
地
車
嚇
子
に
つ
い
て
）
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